
実無
　1971 年 11 月 14 日、日米両政府によるペテ
ン的な沖縄返還協定の批准に反対する若者たちの
デモが渋谷で闘われました。当時はベトナム戦争
のさなか。基地と戦争に反対する若者たちの運動
は大きな社会的反響をまき起こしていました。
　これを苦々しく思う政府は運動を力づくで抑え
込もうと、東京でのデモや集会を禁止。若者たち

の実力デモは機動隊との大規模な衝突に発展しま
した。300 人以上が逮捕されたこの日の衝突で
機動隊員一人が死亡したことをめぐり、大坂正明
さんは「殺人罪」をでっちあげられました。
　大坂正明さんは無実です。これは沖縄闘争に対
する政治弾圧です。現在も続く沖縄への米軍基地
強化・民意抑圧とひとつながりの事件です。

　大坂正明さんを「殺人の実行犯」だとする物的
証拠は何一つありません。あるのはただ、警察・
検察によって作られた、うその「供述調書」だけ
です。それは、大坂さんと同じく「殺人罪」をでっ
ち上げられ、44 年間獄中から無実を訴え続けた
星野文昭さん（昨年５月獄死）の裁判と、まった
く同じ構造です。
　事件からもうすぐ半世紀。検察官は、当時取調
べを行った検事が「事件について覚えていないこ
とを立証する」と主張しています。冗談ではあり
ません。一人の人間をデタラメな供述調書だけで
起訴しておきながら、都合の悪いことは「覚えて
いない」で済ますことなど許されません。
　また大坂さんと同じ事件で無期懲役が確定した

星野文昭さんの裁判では、警察・検察・裁判所が
一体となって、都合の悪い証拠を「紛失した」と
主張しました。今回の裁判でも、検察は「弁護人
が開示を求めている証拠は現在、存在しない」と
言い続けています。
　こんなデタラメな裁判は成り立ちません。裁判
所は今すぐ免訴判決を出し、大坂さんの身柄を解
放せよ！　私たちは強く要求します。

物証ゼロのデタラメ裁判　ただちにやめろ！

71 年沖縄闘争へのでっち上げ
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大坂裁判事務局
東京都港区新橋 2-8-16 石田ビル４階
Email : oosakaqen@protonmail.ch

（2020 年 1月 23 日）



強権と腐敗の安倍政権を倒せ！
声を上げ、社会を変えよう

　大坂さんが逮捕されてから３年が経とうとして
います。この間、裁判員裁判にむけた手続きが進
み、検察・弁護側双方の主張もおおむね明らかに
なってきています。にもかかわらず、裁判所は大
坂さんに対して「証拠隠滅の恐れ」を理由に接見
禁止処分を継続しています。
　弁護人以外の面会は一切認められず、支援者か
らは花さえも差し入れることができません。この

ような拷問的対応を改めるよう弁護団は再三申し
入れていますが、裁判所は全く無視しています。
　大坂正明さんは無実です。半世紀も前の事件で
大坂さんが隠滅すべき証拠など何一つありませ
ん。裁判所が現在行っている大坂さんに対する処
遇は、法廷手続きによらない刑罰を禁じた憲法に
明らかに違反します。
　ただちに接見禁止を解除せよ！

　日本政府は、日産元会長ゴーン被告の国外逃亡
を機に「人質司法」を居直っています。しかし被
告人の人権を否定する日本の司法制度が、残虐な
刑罰を禁じた憲法や、世界人権宣言と国際人権規
約などの国際法に反することは明らかです。
　大坂正明さんは 46年間もでっち上げ指名手配
されてきました。半世紀前の事件でいまだに裁判
に縛り付けられているだけでなく、あらゆる自由
を奪われて拘置所の独房にとらわれています。

　安倍政権の行う国家的な違法・不法行為の数々
（桜を見る会、ＩＲ汚職、モリ・カケ問題）は一
切不問に付し、労働者・民衆の弾圧と監視に血道
をあげるようでは、検察も裁判所もアベと同類で
す。その泥沼に裁判員を引きずり込み、「犯罪者」
扱いのイメージ操作で裁判を進めることを、私た
ちは決して容認することはできません。
　私たちは憲法違反の裁判員裁判から大坂裁判の
審理を除外するよう強く求めます。

裁判所は大坂さんへの拷問的対応を改めよ！

憲法違反の裁判員裁判から除外せよ

被告人への人権侵害許さない！
接見禁止解除せよを

これは沖縄闘争をめぐる政治弾圧と闘う裁判です。
権力のでっち上げを全面的に暴き、安倍政権の進める戦争・改憲への動きと対決する裁判です。

労働者・民衆が力を合わせ、腐りきった社会を根底から変革していく闘いと一つです。
　皆の力を合わせ、安倍政権を倒そう！

　大坂裁判への皆さんの熱い注目とご支援をよろしくお願いします。

カンパのあて先
　ゆちょ銀行 00110-5-155521
　星野さんをとり戻そう！全国再審連絡会議
※通信欄に「大坂裁判」とご記入ください

最新情報はブログで
http://oosaka1114.blog.jp/


